


１．背景とこれまでの課題 

  抵抗性遺伝子を持たない‘コシヒカリ’は、いもち病菌の病原型（以下レース）に関係なく発病します。抵

抗性遺伝子 Pi-i を持つ‘みえのえみ’‘キヌヒカリ’は、いもち病菌のレース 001、003 に対して抵抗性を発現

します。さらに抵抗性遺伝子 Pi-i に加え、Pi-a を持つ‘あきたこまち’‘ヒノヒカリ’は、いもち病菌のレース

001,003に加え 005に対しても抵抗性を発現します。しかし、いもち病菌のレース 007は、これら抵抗性遺伝

子Pi-i、Pi-aをもつイネに感染することができます。そして、このいもち病菌レース007は、結果として三重県

全域に分布しています（図１）。よって、これらの品種の持ついもち病に対する抵抗性は期待できず、殺菌

剤等による防除対策が必要です。 

 

２．成果の概要 

抵抗性遺伝子 Pi-ta2 を持つ‘みえのゆめ’は、いもち病菌のレース 001、003，005，007 に対して抵抗性

を発現します。この抵抗性遺伝子 Pi-ta2 をもつイネに感染することができるいもち病菌レースは 300 番代の

レースです。三重県では散見するほどしか確認されていません（図２）。よって、品種の持ついもち病抵抗性

が発現され、いもち病に対する減農薬が期待できます。 

 

３．成果の慣行技術への適合性と経済効果 

  水稲育苗箱に粒剤を散布する箱粒剤によるイネいもち病防除が慣行技術として用いられていま

す。‘みえのゆめ’を作付けすることで、品種の持ついもち病抵抗性により、いもち病に対する減農薬

が期待できます。 

 

４．普及上の留意点 

 ‘みえのゆめ’は、イネごま葉枯病に弱いことがわかっています。モミガード C を用いた種子消

毒を行ってください。 

 また、‘みえのゆめ’に葉いもち病が観察された場合は、300 番代のレースによる感染の可能性

があるので、穂いもち病に対する防除対策が必要です。 
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